







 審査会によって確認された本論文の新規性および独創性は、次の 2点である。 
第 1 に、身体感覚を探究する研究方法の独創性が評価された。申請者は、患者の排尿が
障害された状態から「普通」あるいは「気にならない」状態となるまでの長期にわたるフ
ィールドワークを通して、また、申請者自身の身体感覚をも手がかりにし、体験者の言葉
になり難い感覚を言語化する研究方法をデザインした。この方法である申請者と研究参加
者（患者）との、いわば身体を介した対話は、患者が日常の様々な状況において体験して
いる事柄を、試行錯誤して言語化し、落ち着きどころを見出していく過程をも作り出して
いた。その意味で、この方法は、新たな患者理解と看護の方法の提案にも通じる実践的に
意義あるものと評価された。 
 第 2に、長期間にわたる膨大なデータの分析をもとに、これまで開示されてこなかった、
体験者においても表現し難く、また回復過程も自覚され難い身体体験を、時間の経過に添
って克明かつ詳細に記述できている点が評価された。とりわけ「排尿障害」が、体験者に
おいて不安や生命力の消耗という意味をも有し、生活世界において基盤となる身体への信
頼の障害であるという、その意味の深さを発見した点に新規性が認められた。また、本論
文の身体体験の記述は、既存の「排尿障害」による理解が、排尿と残尿という「量」を問
題としていたこと、この排尿の機能と能力に還元する見方を指摘し、この理解を、尿意や
残尿の多層的な身体感覚とその質的変容として、さらには、それが生活の中の様々な支障
と共に浮かび上がってくることを示した点に独創性が認められた。加えて、本研究の「排
尿障害」が「気にならなくなる」区切りまでを記述した成果は、身体機能の「回復」の意
味を問い直すものとなっており、看護学および治療に関わる者に対し、新たな視座を提示
する研究と評価された。 
 
 審査会においては、フィールドワークにおける研究者の視点、研究成果の新規性と独創
性、研究参加者数に対する考え方、現象学的研究方法とそのオリジナリティ、記述内容に
関する詳細な説明、排尿障害の体験に関わる人々との「関係性」、実践への貢献、今後の研
究の方向性などが問われた。申請者は、いずれの質問に対しても根拠を持って真摯に回答
し、その内容も概ね妥当であった。また、質疑応答を通して、申請論文のもつ課題につい
ても検討して、研究を発展させることのできる能力を持つことが確認された。 
 
 以上のことから、本研究が博士論文として評価できる水準に達しており、学位申請者は、
博士（看護学）の学位に相当する学識と能力を有していると判断された。 
